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■令和元年台風第19号に伴う災害の被災者に係る一部負担金等の取扱いについて 
 令和元年台風第19号に伴う災害の被災者に係る被保険者証等の取り扱い等につきまして、保険者の

判断により、保険料の徴収猶予・減免等並びに一部負担金の徴収猶予・減免を実施できることとされ

ており、今般、対象となる保険者が示されました。今回の猶予措置の取扱期間は、令和２年１月末調

剤分等まで実施される予定です。 

 なお、一部負担金の徴収猶予・減免の取扱いに当たっては、下記について求められております。 
 

①被保険者証等により適用対象地域の市町村であることを確認 

②患者の申し立ての内容を調剤録等に記録しておくことが必要 

③患者に対して、後日保険者から確認がある旨を伝える 
  
また、保険薬局等での周知に関して、当該都県ごとにリーフレットが作成されました。本会ホーム

ページ(トップページ>台風19号災害情報)に掲載しましたので、薬局内掲示、窓口での配布等をお願い

します。 

 

 


